
北杜市地域公共交通会議・地域公共交通活性化協議会（山梨県北杜市）

（取組の概要）
１．多様な主体の実質的参画

２．創意工夫

３．自立性・継続性

・法定協議会の下部組織として、市内各地域に運営委員会を設置。委員会には、地域住民代表、
行政、運行事業者ら様々な主体が参画し、エリアに合わせた交通体系の検討や、利用促進のた
めの周知など、地域に必要な公共交通を自ら「つくり・守り・育てる」体制を構築している。

●運営委員会において、地域住民へヒアリングを実施、住民ニーズを踏まえ、最
適な公共交通を目指して、地域住民の代表と共に、きめ細かいバス停、ルート及
び時刻の設定についての検討を行っている。
●運営委員会に参画する地域住民は、自ら手がけた公共交通を積極的に利用して
出かけ、利便性について把握・検討を行い、必要に応じて運営委員会に提案して
改善を図っている。また、他の住民にも利用促進、意識啓発をしている。
●運営委員会の働きかけにより、地域住民を募り、公共交通の利用方法の説明会
や、出前講座（市民バス及びデマンドバスの乗り方等）を開催。
●バス停近隣の店舗・事務所等を、バスの待合所やトイレとして利用が出来る
よう、｢北の杜バスサポート施設｣として募り、市のホームページやバス車両内で
公表・周知している。協力店舗では、それぞれ独自にバス利用者向けのサービス
を提供しており、地域全体でバスの利用を促進していく体制を構築している。
●デマンドバス予約業務を子育て世代で組織するＮＰＯ法人が行うことにより、
雇用の創出と作業改良による利便性の向上等に取り組んでいる。

●法定協議会の下部組織として、市内各地域に｢地域公共交通運営委員会｣を設置。
委員会には、区長、民生児童委員、老人クラブ連合会、地域住民、交通事業者な
ど様々な主体が参画し、エリアの公共交通について検討・改善を行っている。委
員会の決定事項は法定協議会の議題として提案し、協議会で最終的な審議を行う。

●運営委員会による検討・合意形成・決定・改善を行う事で「つくり・守り・育
てる」という地域公共交通の継続に向けた取組みを行っている。
●利用しやすい路線・時刻とすることにより、市民バスの利用者が増加傾向にあ
り、満足度調査における市内公共交通全体の満足度合いは高くなっている。
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協力店舗では、バス到着までの待機場
所やトイレの提供のほか、バス利用者向
けのサービスを各店舗で用意し、利用者
から好評を得ている。

協力店舗では、上記ステッカーを出入
口付近に掲示し、利用者に向けて案内

待合スペースを提供
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（バス利用者に月替り
でプレゼント品を用意）
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北杜市地域公共交通会議・地域公共交通活性化協議会（山梨県北杜市）
利用者数推移・増減割合 及び 満足度市内路線図（時間帯により最適なルートを設定している）
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